
あとがき

　今年は、国が進める働き方改革の影響を我々医療業界が
強く受ける形となってきています。24時間患者の生命の安
全を護るべき病院の職員が時間外勤務の制限を設けられた
ためにこれまでのように柔軟な対応が出来なくなり患者の
不利益を生じるリスクが高くなってくるように感じました。
果たしてこのような杓子定規な指導で医療の質が担保され
るとは思えないのですが何とかこの窮地を知恵を絞って乗
り越えなくてはなりませんが、日本の医療の先行きに大き
な不安を感じております。さて、75巻 4号は、加我君孝先
生の巻頭言に始まり、山科章先生の最終講義、総説 2編、
ミニレビュー 1編、原著 3編、症例報告 2編、学会参加記 2
編、臨床懇話会 3編とかなり充実した内容から構成されて
います。
　加我君孝先生の巻頭言、「ヒポクラテスのギリシアのコス

島と鈴懸の木」のなかでヒポクラテスが医師を志す若者に
鈴懸の木の下で教えを説いたという伝説、コス島の鈴懸の
木の苗木が 40年前に東京医大に寄贈されたことや鈴懸の木
に同じ語源の言葉に触れて現在の医学教育の手法を再考し
2500年前の原典の思想に還ることの大切さを述べられてい
るがまさにその通りであると思いました。個人的には、ど
の大学も国家試験の合格率を重視した教育に偏ってしまい、
医師の人格形成が御座なりとなっているように感じていま
す。そのような自分の思いに対して山科教授が最終講義で
述べておられる大学での人材育成のためには「学生ととも
に歩む教員」が必要であるというメッセージは時代を超え
た医学教育の抱える問題解決のための光明を与えてくれた
思いがしました。
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